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1．はじめに 

モルダム工法は、空石積み擁壁（図-1）を特殊モルタルで補強し安定性を増加させる工法である（図-

2）。安定性を増加させる機能を「ドボク模型」で可視化することで、工法の特徴を多くの人に直感的に知っ

てもらうことが目的である。 

 

2．実験方法 

図-3 が、一般的な空石積みの構造と名称である。 

■実験材料 

木枠 ：木材 

ナット ：ボルトナットのナット（3 粒径）、ナットの移動量可視化のためマグネットを使用 

積石 ：ゴム板（厚さ 1 ㎝） 

飼石 ：ナット M8（赤色シール） 

グラウト ：ウレタンマット（茶色） 

グラウトの接着力：養生テープで積石とグラウトを固定 

■実験方法 

木枠を 60 度に傾斜させ、ナットに滑り落ちる力を作用させる。 

その後、振動を 60 秒与えることで、積石の変状の様子を確認。 

 

3．実験ケース 

以下の 3 ケースで実験を行った。 

ケース 1：無対策 

ケース 2：グラウト（接着力無し） 

ケース 3：グラウト（接着力有り） 

 

4．実験の結果整理 

傾斜 60 度にするまでは、各ケースとも、変形しなかった。 

振動をマッサージ器で作用させ、経過時間 0 秒、20 秒、40 秒、60 秒で、積石やナットの移動を調べた。 

移動量は動画をキャプチャーし、斜め画像を整体画像に変換してから算出した（資料-1）。 

資料-2 に移動量の結果を示す。積石とグラウトは、時間経過毎の輪郭を抽出した。ナットはマグネットの

位置の変化をベクトルで記載した。 

 

5．考察 

ケース 1 は、変形が顕著で、資料-2 の紫線のすべり面が形成された。 

ケース 2 は、ケース 1 に比べ変形が少なくなるが、積石とグラウト部でずれが発生し、変形が進行した。 

ケース 3 は、養生テープで積石とグラウト部を拘束したため、変形がほとんどなくなった。 

接着強度の強いグラウトを行うことで、空石積み擁壁が安定することを確認した。 

 

6．おわりに 

今回、モルダム工法紹介のための「ドボク模型」実験を行ったが、工法の特徴を「ドボク模型」で表現す

ると、発注者やコンサルタント、施工業者の理解を得やすくなる。本工法における留意点として、 

1） 空石積みをグラウトすることで水が抜けにくくなるため、排水への配慮が重要になる。 

図-2 に示すように、水抜き加工シートが 1m2 に 1 本設置されている。 

2）石積みを一体化することで、空石積みに比べると格段に強くなる。しかし限界はあるので、既存のブ

ロック積みの基準等と照らし合わせて、地震時の安定性を必ずしも保証するものではない。 



図-1 空石積み擁壁

図-3 空石積み擁壁の部材名称

図-2 空石積み擁壁を
モルダム工法で補強



資料-１ モルダム工法の実験結果から移動量を作成する手順 

①作成動画より動画を静止画にキャプチャー 

 キャプチャータイミング 

 加振開始(0 秒)から 20 秒・40 秒・６０秒の動画をキャプチャー 

 

 

                ・・・・・・ 

 

 

加振開始(0 秒)                        60 秒経過後 

この段階では枠が長方形ではなく、ボルト類の配置も斜め方向から観察した状態である。 

②枠を長方形に補正 

今回補正に使用したアプリケーションは Perspective_Image_Correction   

 窓の杜 (https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/perspective/  )  

 

 

    ・・・・・・ 

 

 

枠の形状が長方形に補正された。また、石垣勾配も模型と同様に約 75°で再現された。 

③V-nas のレイヤーに写真を張り付け、レイヤーを変えて各要素をプロット 

 ナットの動きを分かりやすくするマグネットは下端位置をプロットした、 

 

 

 

 

 ・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

④経過時間ごとに視覚化 

石積み形状：起震前（黒線）→20 秒（青線）→40 秒（緑線）→60 秒（赤線） 

マグネット下端：起震前→20 秒→40 秒→60 秒の４点を矢印で移動ベクトル表示 

https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/perspective/


写真に輪郭・移動ベクトル 輪郭・移動ベクトルのみ
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資料-2 各ケースの変形状況
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積石・グラウト
00秒 黒色輪郭
20秒 青色輪郭
40秒 緑色輪郭
60秒 赤色輪郭

ナットの移動
00秒→20秒→40秒→60秒
をベクトルで結んだ


